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「５･３憲法集会」の成功に向けた第２回の実行委員会が２月 12日開かれ、集会
の持ち方等について具体的な検討をおこないました。会議では、「集会を９条改悪阻

止の広大な共同のステップに」、「日比谷野外音楽堂をあふれかえらせる圧倒的な成

功を」など、緊迫した情勢にたいする決意をこめた発言がおこなわれました。 
                     

外国代表も招くことに 
第２回実行委員会では、冒頭に社民

党の山本きよひろ衆院議員、共産党の

吉川春子参院議員が国会報告をかねて

あいさつ。自民、民主、公明などの改

憲論議の競い合いのもようを紹介しま

した。 
事務局団体からの提案では、日比谷

野外音楽堂になったことから、企画の

中心を各界のリレー・トークにすえる

ことにした経過を報告。すでに文化行

事もかねて「ニュース・ペーパー」と

歌手の横井久美子さんの参加了承がえ

られたほか、共産、社民両党の党首に

も要請中です。この日の会議では、こ

れに加え、ヨーロッパ、アジアの代表

を招くことが提案され、了承されまし

た。これは、日本の憲法九条の改悪 

   

  ◇当面の主な日程◇ 
 

<２月 20日> 

「憲法学習の強化をめざす 
討論交流集会」 

◇２月 20日（金） 18：30～ 
◇会場 全労連会館２Ｆ 
◇内容 
 ・基調講演「いま憲法を学ぶこと

の意義」南山大学 小林 武 
・討論と交流 
・行動提起 
◇資料代 1000円 
 主催／憲法会議、自由法曹団、歴

教協、労教協議 

の動きが国際社会にも影響を与えるも

のであり、海外でも注目されているこ

とから、事務局団体で緊急に協議し、

提案されたものです。なお、次回実行

委員会は３月 23日です。 

 共同広げつつ圧倒的成功を 



公明党も繰り上げて結論 
 公明党の神崎武法代表は 12 日、北
京市内で、同行の記者団につぎのよう

に語りました。（13日「公明新聞」） 
 一、イラクへの自衛隊派遣について、

速やかに国会承認がなされたことは喜

ばしいことだと思うが、その議論の過

程でイラクへの自衛隊派遣それ自体が

憲法違反であるとか、万一の場合の武

器使用に当たって憲法違反だといった

議論がなされたことは極めて遺憾だ。 
（以下略） 
 一、国際協力をめぐって、このよう

な議論が度々繰り返されることは望ま

しくない。公明党は現在、党憲法調査

会を中心に憲法改正問題について、日

本の国の姿・形を議論しているが、こ

ういう国際協力をめぐる現状を考える

と、今後、集中的に憲法９条と前文に

ついての議論を党内で行いたいと考え

ている。 
 私としては、従来から秋の党大会を

めどに意見の集約を行いたいと申し上

げてきたが、７月の参院選を前にして、

各党の動きも見ながら、場合によって

は６月ごろをめどに論点整理を行いた

い。 
 一、（憲法９条改正について）論議を

尽くして、憲法９条を改正する場合も

あるし、改正しない場合もある。論点

を浮き彫りにして、全党的にタブーを

設けないで議論した上で最終結論を得

るということだ。 

各地の動きから 
 【東京】 憲法会議、歴史研究団体

などでつくる「『建国記念の日』に反対

し思想・信教の自由を守る連絡会」は

２月 11、「止めよう戦争するための人
づくり、守ろう憲法九条２・11集会」
をひらき、約四百人が参加しました。 
 集会では、まず一橋大学教授の渡辺

治氏が「今なぜ憲法改悪か」と題して

講演、こんにちの憲法改悪をめぐる情

勢とその背景を詳細に解き明かし、こ

の動きを阻止するために「広大な統一

戦線を」とよびかけました。東京大学

教授の堀尾輝久氏は「生かそう憲法・

教育基本法」と題して講演し、戦争を

する人づくりを許さないためにこれら

を生かすことの意義を強調しました。 
 新聞労連の明珍美紀委員長、在日韓

国民主統一連合の宋世一国際局長や、

東京都障害児学校教職組、東京高校生

平和ゼミの代表らが発言しました。 
 【神奈川】 県憲法会議は１月 20
日、県と横浜市の教育委員会にたいし、

卒業式・入学式での「日の丸・君が代」

のおしつけをやめるよう申し入れまし

た。参加者は、「子どもが主人公の立場

で教育行政を。そのためにも強制しな

いよう」等と申し入れましたが、横浜

市は、強制の有無の質問にすらまとも

に答えず参加者の怒りをよびました。 
 
  憲法冊子大量活用を 
 憲法会議では、憲法条文の冊子を

作成しました。学習会などで気軽に

全参加者に配布できるようにと廉価

におさえました。憲法の条文にも目

を通しつつ、学習大運動をおこしま

しょう。（A５版、１部 30円、100部
以上 25円〒別）。 

 


